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JAL 代表取締役社長

ベティブ・ネットワーク（略称：

において、「経営者アワード」を受賞しました。

に続く受賞となります。

 

「J-Win 

ョン（以下

おける D＆

回目を迎えます。今般受賞した「経営者アワード」は、

貢献をした企業経営者が表彰されます。

 

＜特に評価されたこと＞

○ダイバーシティ推進を重要な経営課題の一つとして位置付けていること

○社内外に対し

○社長直轄のクロスファンク

ったダイバーシティ推進の拡大・浸透を進めていること

 

JAL グループは、

一人が性別、出身会社、国籍、年齢、性的指向、性自認等の属性に関係なく、それぞれの「能

力」・「経験」・「感性」・「価値観」を活かし、活躍することができる会社をめざし、

的に取り組んでいます。

 

 

今後も、「

る環境を整え、社員一人

目指してまいります。
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